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1.  本手順書について 

・ 本手順書は WG-NB201-V（以下、カメラ）を基準で記載しています。ご使用の機器によっては異なる画面や文言にな

る場合があります。 

・ 本手順書は Microsoft Edgeを用いています。ご使用のブラウザによっては本手順書と異なる場合があります。 

・ 本手順書は WEBブラウザを使っての基本的によく使う設定に絞って説明を行います 

 

2.  IP カメラの接続とログイン 

「IPカメラ用 操作手順書① （初期設定・ログイン・ログアウト）_v1.00」の手順書の記載方法でカメラと接続しログイン

します。 
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3.  システム設定 

3.1.  システム設定画面 

ログイン後、ライブ画面が表示されます。 

 

1) 画面上部の「設定」をクリックします。 

 

 

2) 設定画面が表示されます。 

  

 

3) 画面左部のリストから「システム」をクリックします。 
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4) システム設定のリストが表示されます。 
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3.2.  一般設定 

3.2.1.  日付時刻設定 

カメラが持っている時間の設定を行います。ライブ映像の時刻表示、録画時の時刻などに使用されます。 

 

1) 左にあるリストから「基本設定」をクリックします。 

 

 

2) 一般設定画面が表示されるので、画面上にある「日時時刻」をクリックします。 

   

 

3) 日付時刻の設定画面が表示されます。 
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3.2.1.1. 手動設定 

時刻にズレが生じた場合、手動で時刻を設定する手順を記載します。 

 

1) 日付時刻の設定画面を表示し、日時の設定を行います。 

 

 

①日付形式：「YYYY-MM-DD」、「MM-DD-YYYY」、「DD-MM-YYYY」から選択します。Yは年、Mは月、Dは日を表します。 

 

②時間形式：24時間モード、12時間モードから選択します。 

 

③時間帯：基準時間の選択。必ず「（UTC+09:00）大阪、札幌、東京」を選択します。 

 

④システム時刻：システム時刻が表示されている入力欄にマウスのポインターをあてクリックします。 

下記のカレンダーが表示されるので日付を設定します。カレンダーの下部にある「時間を選択」をクリックすると

時間設定リスト画面が表示されるので、時・分・秒を選択します。設定が終了したら下部にある「決定」をクリッ

クします。 

※「日時を選択」をクリックするとカレンダー表示に戻ります 

 

 

⑤PC同期：クリックすると、接続している PCの時刻と同じ時刻にシステム時刻を合わせます。 

 

      

  

① 
② 
③ 
④ ⑤ 



 

 8 / 21 

  

2) 設定が終了したら、画面下にある「適用」をクリックします。 
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3.2.1.2. NTPを用いた時刻設定 

ネットワーク上にある、内蔵されている時間情報を取得し、設定します。 

※IP カメラが接続しているネットワーク上に、NTP の機能がある機器が無い場合、時刻がズレていく場合があります

ので注意して下さい。 

 

1) 「時間」の項目の「NTP」にチェックを入れます。 

 
 

2) NTPを使用して時刻を取得する機器の設定を行います。 

  
 

①サーバーアドレス：時刻を取得する機器の IPアドレスまたはドメイン名を入力します。 

②ポート：NTPのポート番号を入力します。 

③間隔：時刻を取得する時間間隔を設定します。 

 

3) 設定が終了したら、画面下にある「適用」をクリックします。 

 
      

  

① 

③ 

② 
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3.3.  アカウント 

グループ、ならびにユーザーの作成の手順を記載します。作成時に以下の入力制限がありますので注意して下さい。 

 

・ ユーザー名は、1文字～31 文字です。英字/数字/アンダーライン/ドット/”＠”が利用可能です。 

・ パスワードは 8文字以上 32 文字以下で、大文字/小文字/数字/記号の組み合わせで設定します。 

・ グループ名の文字数は、1文字～31文字です。英字/数字/アンダーラインが利用可能です。 

 

3.3.1.  アカウント設定画面 

1) 左にあるリストから「アカウント」をクリックします。 

 

 

2) アカウントの設定画面が表示されます。 
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3.3.2.  グループ作成 

新しいユーザーアカウントを作成する前に、ユーザーが所属するグループを新たに作成することを推奨します。 

 

1) アカウント設定画面の上にある「グループ」をクリックします。 

 
 

2) グループの設定画面が表示されるので、下部にある「グループ追加」をクリックします。 

      

 

3) グループ追加の画面が表示するので、「グループ」にグループ名を、メモがある場合は、「メモ」に入力します。 

※グループ名の文字数は、最小 1 文字～31 文字です。英字/数字/アンダーラインが利用可能です。 
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4) 設定したグループに与えたい権限のチェックボックスをクリックし、チェックを入れます。 

 

 

 
 

メニュー 内容 

ライブ ライブ映像確認に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはライブ表示が不可となります。 

システム 基本設定に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは基本設定ができなくなります。 

システム情報 システム情報に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはシステム情報の閲覧が不可となります。 

バックアップ バックアップに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはバックアップが不可となります。 

イベント イベントに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはイベント確認が不可となります。 

ネットワーク ネットワークに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはネットワーク設定が不可となります。 

周辺 周辺機器に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは周辺機器の設定が不可となります。 

カメラ カメラに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはカメラ設定が不可となります。 

セキュリティ セキュリティに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはセキュリティ設定が不可となります。 

メンテナンス メンテナンスに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはメンテナンス設定が不可となります。 

ストレージ ストレージに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはストレージの設定が不可となります。 

検索 録画映像の検索再生に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは録画再生が不可となります。 

注：ユーザー管理のため、adminアカウントより低い権限設定を推奨します。 

 

5) 設定が終了したら、下部にある「適用」をクリックします。 
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6) グループが追加されます。 
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3.3.3.  ユーザー作成 

1) アカウント設定画面の上にある「ユーザー名」をクリックします。 

 
 

2) グループの設定画面が表示されるので、下部にある「追加」をクリックします。 

 

 

3) ユーザー追加の画面が表示するので、「ユーザー名」と「パスワード」を設定します。 

※ユーザー名は、1 文字～31 文字です。英字/数字/アンダーライン/ドット/”＠”が利用可能です。 

※パスワードは 8 文字以上 32 文字以下で、大文字/小文字/数字/記号の組み合わせで設定します。 

 

① 「ユーザー名」にユーザー名を入力します。 

② 「パスワード」に作成するユーザーのパスワードを入力します。 

③ 「パスワード確認」に②で入力した同じパスワードを入力します。 

      

  

① 
② 

③ 
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4) 作成するユーザーが所属するグループをプルダウンメニューから選択します。 

 
 

5) 「操作制限」をクリックします。 

 
 

6) 与えたい権限のチェックボックスをクリックしチェックを入れます。 

 

 

メニュー 内容 

アカウント ユーザーアカウントに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはアカウント作成が不可となります。 

ライブ ライブ映像確認に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはライブ表示が不可となります。 

検索 録画映像の検索再生に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは録画再生が不可となります。 

システム 基本設定に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは基本設定ができなくなります。 

システム情報 システム情報に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはシステム情報の閲覧が不可となります。 

バックアップ バックアップに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはバックアップが不可となります。 

ストレージ ストレージに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはストレージの設定が不可となります。 

イベント イベントに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはイベント確認が不可となります。 

ネットワーク ネットワークに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはネットワーク設定が不可となります。 

周辺 周辺機器に関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーは周辺機器の設定が不可となります。 

カメラ カメラに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはカメラ設定が不可となります。 

セキュリティ セキュリティに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはセキュリティ設定が不可となります。 

メンテナンス メンテナンスに関する権限を指定します。 

※チェックを外すと、該当ユーザーはメンテナンス設定が不可となります。 
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7) 画面下にある「制限付きログイン」をクリックします。 

 
 

8) 作成するユーザーの使用可能な時間を設定します。 

 

① IPアドレス：指定した IPアドレスまたは IPセグメント（IPアドレスの指定範囲）のみ使用可能になります。 

② 有効期限：指定した期間のみ使用可能になります。 

③ 期間：「タイムプラン」をクリックすると下記のスケジュールが表示されるので、スケジュールで指定した曜日

の時間のみ使用可能になります。 

 

        

  

① 

② 

③ 
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9) 設定が終了したら、画面下にある「適用」をクリックします。 

      

 

10) ユーザーが追加されます。 
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3.4.  初期設定 

    設定した各項目の情報を出荷時のデフォルト状態に戻します。初期化は以下の 2種類あります。 

項目 内容 

初期設定 IPアドレス、ならびにアカウント以外の設定をクリアします。 

工場初期出荷状態 全ての設定をクリアにし、出荷時の状態に戻します。 

 

1) 左にあるリストから「初期設定」をクリックします。 

 

 

 

2) 初期設定画面が表示されるので、「初期設定」または「工場初期出荷状態」をクリックします。 

 

※「工場初期出荷状態」をクリックすると、初期化が始まり、その後再起動します。 

再起動後は出荷時の状態に戻りますので、カメラの初期設定の手順書に従い、カメラの再設定を行って下さい。 
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3.5.  インポート/エクスポート 

カメラのシステム設定のインポート/エクスポートの手順を記載します。カメラをデフォルトに戻した際、容易に設定を

復元することが可能です。 

 

3.5.1.  インポート/エクスポート画面 

1) 左にあるリストから「インポート/エクスポート」をクリックします。 

     
 

2) インポート/エクスポートが表示されます。 

 

       

  



 

 20 / 21 

  

3.5.1.1. エクスポート 

カメラのシステム設定の情報を接続している PCに保存します。 

 

1)  インポート/エクスポート画面の「エクスポート」をクリックします。 

 
 

2)  エクスポートが開始され、終了すると Edgeにダウンロード完了のポップアップが表示されます。 

 

3) ポップアップの をクリックすると、格納先のフォルダが表示されます。 
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3.5.1.2. インポート 

保存しているカメラのシステム設定の情報を読み込み、エクスポートした状態に復元します。 

 

1) インポート/エクスポート画面の「ブラウザ」をクリックします。 

 
 

2) エクスポートファイルを選択します。 

① エクスプローラーが表示されるので、エクスポートしたファイルが格納しているフォルダを選択します。 

② エクスポートファイルをクリックして指定します。 

③ ファイル名にエクスポートファイルが表示されます。 

④ 「開く」をクリックします。 

      
 

3) 画面に“操作成功”が表示すれば終了です。 

※成功後、再起動します。 

 

以上 

 

① 
② 

④ ③ 


